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２月１７日（月）、台湾の高雄市立加昌小学校の児童２１名と学校職員等８名を

お迎えして、本校との交流を行いました。 

最初に、体育館で歓迎式を行いました。学校間の記念品交換終了後、本校の

パフォーマンスとして５，６年生が「翼をください」と「ふるさとソング」の合唱を

披露しました。その後、加昌小学校の児童が、カーペンターズの「Top of the 

World」をリコーダーで合奏してくれました。 

次に、５，６年生と加昌小の子供たちが４つの学級（各学級５～６名）に分かれ、

２時間にわたって日本の伝統である「習字」と「折り紙」の学習を１時間ずつ行い

ました。時間の経過とともに、心配した言葉の壁を乗り越え、本校児童の子供た

ちはもちろん、最初どことなくぎこちなかった加昌小の子供たちも、笑顔があふ

れる交流になりました。本校の子供たちは、ジェスチャーや英語を使って一生懸

命優しく教えていていました。 

給食の時間も学級で本校児童と一緒に食べ、午後からはゲームをしてさらに

交流を深めることができました。その後各学級で加昌小の子供たちとのプレゼ

ント交換をしてお別れの会を行い、交流は終了しました。短い時間でしたが、子

供たちは外国の子供たちと交流をする体験をすることができ、大変有意義なも

のとなりました。 

 

加昌小の合奏 
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